
謹
賀
新
年

本
年
も
皆
さ
ま
と
共
に
念
仏
申
す

生
活
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

寺
族
一
同

報
恩
講
（
十
一
月
十
八
日
・
十
九
日
）

雨
の
降
る
中
、
大
勢
の
方
々
が
お

参
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

担
当
地
区
の
皆
さ
ん
、
世
話
人
の

皆
さ
ん
、
同
朋
会
員
の
皆
さ
ん
、
準

備
や
運
営
な
ど
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
報
恩
講
を
無
事
に

お
勤
め
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
大
事
な
こ
と
は
、
お
一
人

お
ひ
と
り
が
再
出
発
す
る
こ
と
。

何
に
再
出
発
す
る
の
か
？

「
念
仏
申
す
生
活
を
」
で
す
。

す
な
わ
ち
、
礼
拝
の
生
活
・
聞
法

の
生
活
・
正
信
の
生
活
で
す
。

題
字
下
の
蓮
如
上
人
の
お
言
葉
は
、

こ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
た
意
義
と
生
き
る
喜
び
を

い
た
だ
く
人
生
が
、
そ
の
生
活
に
よ

り
、
私
た
ち
に
啓
（
ひ
ら
）
か
れ
て

く
る
の
で
す
。

そ
の
人
生
の
再
出
発
で
す
。

な
お
、
今
回
の
報
恩
講
に
寄
せ
ら

れ
た
御
懇
志
は
、
１
５
３
名
の
ご
門

徒
の
皆
さ
ま
か
ら
７
３
万
８
０
０
０

円
で
し
た
。
そ
の
他
、
内
陣
荘
厳
用

お
花
、
お
供
物
用
餅
米
も
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。

剰
余
金
３
４
万
３
８
２
６
円
は
、

聞
法
会
の
運
営
や
仏
具
の
購
入
な
ど

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

報

恩

講

を

支

え

た

方

々

（
以
下
、
氏
名
の
敬
称
は
略
し
ま
す
。
）

石
井
和
夫

大
胡
登
美
子

大
胡
睦
恵

川
名
登
支
江

川
名
信
之

川
名
喜
昭

黒
川
敦
子

桜
井
朋
子

高
梨
教
夫

田
中
昭
一

谷

英
郞

富
澤
眞
知
子

艫
居
政
男

中
山
郁
夫

西
山
三
保
子

能
重

隆

蓮
沼
美
栄

蓮
沼
典
子

長
谷
川
吉
枝

坊
守

住
職

光といのち
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法
語

仏
法
は
、

聴
聞
に
き
わ
ま
る

こ
と
な
り
。

『蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
』

修
正
会

し

ゅ
し

ょ
う

え

一
月
二
日
（
月
）

十
時
～
十
一
時
半

水
島
見
一
先
生
法
話
会

一
日
目

二
月
四
日
（
土
）

十
四
時
～
十
六
時
四
十
分

二
日
目

二
月
五
日
（
日
）

十
時
～
十
一
時
四
十
五
分

特
に
、
忙
し
い
働
き
盛
り
の
方

に
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
同
封
の
別
紙
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

お磨き

「ああ、本当だ！」「仰せの通り！」という
一言に出遇う。それがそのまま救いです。
東京都港区了善寺住職 百々海 真 師法話

2016年11月19日報恩講

11月1５日（火）真鍮の仏具を磨きしました。

お磨き







青
木
敏
夫

大
胡
登
美
子

明
石
圭
司

明
石
義
久

足
達

崇

狩
野
昌
也

川
名
ふ
じ
子

川
名
喜
昭

川
名
利
幸

鈴
木
正
一
郎

田
村
徹
夫

富
澤
真
知
子

艫
居
政
男

三
堀

清

能
重
美
恵
子

峯

典
子

吉
本
行
男

前
坊
守

坊
守

副
住
職

住
職

当
日
役
割

司
会
進
行

能
重
初
雄

受
付
・
誘
導
係

稲
葉
睦
子

金
木
庸
一

田
中
昭
一

能
重

隆

堀
海
栄
子

姫
松
信
子

前
田
瑞
枝

御
懇
志
係

朝
倉
和
利

田
中
昭
一

駐
車
場
と
幕
係

青
木
敏
夫

足
達

崇

明
石
圭
司

明
石
義
久

石
井
和
夫

狩
野
昌
也

久
保
田
勇

重
田
和
夫

高
梨
維
夫

高
梨
教
夫

田
村
徹
夫

田
村

本

富
永
昇
一

廣
嶋
敏
雄

三
堀

清

慰
労
会
進
行
役

青
木
敏
夫

お
斎
（
食
事
）
係

田
中
久
恵

と
き

能
重
恵
利
子

能
重
志
津
子

親
鸞
聖
人
を
尋
ね
る
京
都
北
陸
の
旅

前
が
本
堂
の
阿
弥

陀
堂
、
奥
が
親
鸞
聖

人
が
「
今
現
在
説
法
」

さ
れ
て
い
る
御
影
堂

（
ご
え
い
ど
う
）
で
す
。

詳
細
は
、
お
尋
ね

下
さ
い
。

行

事

予

定

１
月
２
日

時
～

修
正
会

10

１
月
８
日
９
時
～

八
日
講
十
日
講

１
月

日

親
鸞
教
室

18

１
月

～

日

東
京
教
区
報
恩
講

26

28

２
月
４
日
５
日

水
島
先
生
法
話
会

２
月
未
定

桜
の
苗
木
植
樹

２
月

日

時
～

同
朋
の
会

12

14

３
月

日

親
鸞
教
室

10

３
月

日

時
～

春
彼
岸
会

20

10

４
月
２
日

時

分
～
花
ま
つ
り

13

30

５
月
７
日

時
～

同
朋
の
会

14

５
月

日

親
鸞
教
室

15

５
月

日
～

日

千
葉
組
団
体
参
拝
旅
行

22

24

親
鸞
聖
人
を
尋
ね
る
京
都
北
陸
の
旅

６
月
４
日
９
時
～

八
日
講
十
日
講

同
朋
の
会

６
月
９
日

婦
人
研
修
会

６
月

日

親
鸞
教
室

12

６
月

日
８
時

分
～
奉
仕
作
業

25

30

※
・
・
・
以
外
は
当
寺
が
会
場
で
す
。

11月18日（金）準備を終え、逮夜（たいや）法要をお勤めしました。

お斎（とき）の準備

前日準備とお逮夜

水
島
先
生
法
話
会
を
開
く
に
あ
た
っ
て

副
住
職

井
上
泰
之

親
鸞
聖
人
は
、
法
然
上
人
に
一
生
涯
聞

法
し
た
。
師
は
た
だ
一
人
で
あ
る
。
色
々

な
先
生
に
話
を
聞
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
。

そ
の
一
人
の
師
に
真
宗
の
教
え
（
我
が
人

生
に
満
足
す
る
こ
と
）
を
深
く
聞
き
抜
く

こ
と
が
要
な
の
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
一
回

聴
い
て
終
わ
り
で
は
な
い
。
何
度
も
何
度

も
、
繰
り
返
し
聞
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
聴
聞
は
止
ま
な
い
の
だ
と
思
う
。

私
は
先
生
を
慕
う
。
し
か
し
、
時
に
刃

を
向
け
る
。
腹
が
立
っ
て
仕
方
な
い
と
思

う
こ
と
さ
え
あ
る
。
そ
れ
で
も
離
れ
な
い

の
は
、
自
分
の
業
（
ご
う
）
が
丸
ご
と
抉

（
え
ぐ
）
り
出
さ
れ
る
か
ら
だ
と
思
う
。

そ
こ
に
は
、
自
分
で
は
求
め
切
れ
な
い
満

足
心
が
あ
る
。
自
分
を
取
り
繕
（
つ
く
ろ
）

わ
な
く
て
い
い
身
軽
さ
が
あ
る
。
だ
か
ら
、

本
当
の
満
足
を
求
め
る
道
（
求
道
）
を
止

め
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
思
う
。

私
と
寺
と
の
関
係
、
つ
ま
り
私
が
寺
を

背
負
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
聞
法
を

外
し
て
ほ
か
に
な
い
。
そ
れ
は
寺
を
聞
法

第
一
の
場
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
だ
か
ら
今
回
の
法
話
会
も
一
回
き
り

で
終
っ
て
し
ま
っ
た
ら
何
に
も
な
ら
な
い
。

何
度
も
、
繰
り
返
し
、
先
生
に
来
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
し
か
な
い

の
で
あ
る
。

東本願寺（真宗本廟）

「御俗姓（ごぞくし
ょう）」は、親鸞聖
人の教えを聞き抜
いた蓮如上人の仰
せです。それを副
住職が拝読し、皆で
いただきました。


